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特集 教育支援課平成２１年度重点事業 

教
育
支
援
課
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
教

職
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
」
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
の
3
年
間
、
「
教

師
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し

て
、
校
内
研
修
・
O

J

T
及
び
校
外
研

修
と
の
関
連
を
図
っ
た
個
人
研
修
活
性

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
全
市
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
己
分
析

か
ら
個
人
目
標
を
設
定
し
、
先
輩
や
同
僚

と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
自
分
の
ス
テ

ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
も
の
で
す
。
ま
っ
た
く
、
新
し
い
こ

と
を
す
る
の
で
は
な
く
、従
来
か
ら
の
私

た
ち
の
研
修
の
手
法
を
活
用
し
、
よ
り
そ

の
効
果
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
以
前
、
あ
る
書
籍
で
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り

ま
す
。 

「
す
べ
て
の
プ
ロ
に
い
え
る
こ
と
だ
が
、

プ
ロ
の
能
力
を
高
め
る
最
大
の
方
法
は
、

結
局
『
同
じ
プ
ロ
た
ち
』
に
よ
る
『
経
験

の
蓄
積
と
共
有
』
し
か
な
い
。
一
人
の
教

師
が
自
分
自
身
で
経
験
で
き
る
範
囲
は

限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
所
属
す
る
プ
ロ
フ

ェ
シ
ョ
ナ
ル
全
員
の
能
力
を
向
上
す
る

に
は
、
多
く
の
先
輩
プ
ロ
・
同
僚
プ
ロ
の

経
験
・
情
報
が
集
中
・
蓄
積
さ
れ
、
他
の

プ
ロ
た
ち
に
利
用
可
能
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。
」 

 

こ
れ
は
、
教
職
員
同
士
が
協
働
し
学
び

合
う
環
境
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
指
導

力
が
伸
び
、
教
育
の
営
み
が
力
強
い
も
の

と
な
る
こ
と
と
も
読
み
取
れ
ま
す
。
ま

た
、
同
僚
性
と
い
う
言
葉
の
重
み
を
、
私

た
ち
教
職
員
が
ど
の
プ
ロ
集
団
よ
り
、
大

切
に
感
じ
て
い
る
こ
と
に
も
相
通
じ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
先
輩
・

同
僚
の
経
験
・
情
報
か
ら
の
学
び
が
よ
り

よ
く
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
集
団
が

「
プ
ロ
集
団
と
し
て
成
熟
し
て
い
る
」
こ

と
が
望
ま
れ
る
と
私
は
考
え
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
は
い
か
か
で
し
ょ
う
。 

「
教
師
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
は
、

「
一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
」
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
「
プ
ロ

集
団
と
し
て
の
成
熟
」
に
も
役
立
っ
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

「
教
師
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
に
こ
め
る
期
待 

教
育
支
援
課  

葛
西 

文
雄
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研修講座の充実 

平成２１年度 研修講座   １２３講座 １５２日 

Ａ 基本研修 …職能に応じた資質能力と，教職員としての基本的な資質の定着・向上 

Ｂ 専門研修 …ライフステージ別研修，重点教育課題に対応した研修，教科・領域に関する研修 

★ 若手教師のための実践交流研修（教育アドバイザー，小学校長会との共催） 

★ 参加・体験型，実技・演習型，連続講座の充実 

Ｃ 特別研修 …アカデミック・社会研修（企業・大学連携講座），夏季教育セミナー 

※ 詳細は教職員研修講座一覧をご覧ください。 

「教師力向上サポートブック」活用の推進 
教職員の資質向上を目指した研修の手引き「教師力向上サポートブック」を作成・配付し，

校園内研修・0JT及び校外研修との関連を 
図った個人研修活性化プログラムに取り組 
みます。 

研究事業の推進 

 

重点課題研究推進校による研究 

  

教育支援課職員による課題研究 

（３本） 
 

１ 

２ 

３ 

本市が目指す学校教育ビジョンに基づき，今日的な教育課題に対応した研修を実施し，教職

員の専門性と実践的指導力を高めるとともに，幅広い視野を備えた教職員の育成及び資質向上

を目指します。 

教育支援課  

研修・研究グループ 

笹川西小学校//２年次 

自ら進んで生き生きと活動する子ども  

－子どもが考えや動きを創り出しながら，夢中を継続する授業の創造- 

富田中学校//２年次 

学び合う生徒集団の育成 －学習行動の評価を通してー 

小山田小学校//１年次 

一人ひとりが生き生きと活動し，互いに学び合う授業の創造 

中部中学校//１年次 

自ら学ぶ力が育つ授業づくり  
-ICT を活用した授業づくり（わかる授業）- 
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新 

教育支援課  

特別支援教育・相談グループ 

ＩＣＴを活用した授業力の向上 
児童用コンピュータや教職員用コンピュータをより有効に活用し， 
ＩＣＴを活用した授業力向上のための研修講座及び出前研修を行います。 

情報モラル教育を含む情報活用能力の育成 

普通教室およびコンピュータ教室でのコンピュータ活用も含めた 

基礎学力向上のための情報機器及びソフトウェアの活用 

職員室における情報機器を利用した教材作成の推進 

 

教育情報通信システムの整備，運用支援 
小中学校における情報教育と学校の「情報化」の一層の推進を

図るとともに，情報システム環境の充実を図ります。 

特別支援学級担任への訪問支援 

特別支援学級の担任経験が５年以下の教員及びそれ以外の訪問支援を希望する教員を

対象に，訪問支援を行います。これにより，経験の浅い特別支援学級担任等が，子ども一

人一人に応じた個別の支援計画の立て方や授業での子どもへの支援の仕方等について研

修し，特別支援学級担任としての力量を高めていきます。また教育支援課とのつながりを

深め，継続的に支援や相談を受けられるようになります。 

原則として，午前中に授業見学，放課後に指導を行います。 

小栗先生の巡回教育相談 

元宮川医療少年院院長であり発達障害等の子どもへの支援について見識が深い小栗正幸

先生が学校を訪問。発達障害等の特性がある子どもの様子を見たうえで，どのような支援

が有効であるかについて助言を行います。 

４ 

５ 

１ 

２ 

学校間のテレビ会議や

共同制作も可能となり

ます。 

・ 教師力向上サポートブックの活用について 
・ ICTを活用した授業          について紹介します。

次号には，引き続き

重点事業として行う 
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教育相談 

不登校や心に悩み・不安のある子どもへの支援として，相談員やセラピストがカウンセ

リングや諸検査，プレイセラピー等を行います。また，引きこもりがちな子どもの家庭に，

学生ボランティア（ふれあいフレンド）を派遣し，子どもの心の安定を図り，自立への支

援を行います。 

障害や発達上の課題等のある子どもへの支援として，来所相談，学校・園への巡回教育

相談を行います。面接や諸検査も実施します。 

相談支援ファイルの活用 

乳幼児から学校卒業まで，特別な支援が必要な子どもへの支援が途切れることのないよ

うに，相談支援ファイルを活用します。これにより次のような効果が期待できます。 

１．就学先で作成する「個別の教育支援計画」にスムーズに移行するた

めの情報を整理することができる。 

２．保護者が関係機関にかかるときに，子どもについて何度も同じことを語

る負担を軽減することができる。 

３．医療，保健，福祉，教育，労働等の関係機関による情報の共有化

を図ることができる。 

アンダー８事業（四日市市発達障害等のある子どもへの早期支援事業）（予定） 

巡回教育相談等を受けた子どものうち，知的な遅れはないが次のような課題をもつ子ども

を対象にして，３つの教室を９月から開始します。早期からの対応を行い，自己肯定感や自

信をもって学校生活を送るための支援をします。 

１. ソーシャルスキルトレーニング（保護者へのペアレントトレーニングを含む）教室 

コミュニケーション力や社会性に課題があるために集団活動への適応がうまくいか

ない４歳から小学校２年生までの幼児・児童。 

２. 幼児のためのことばの教室 

話しことばに課題のある４，５歳の幼児。 

３. ３Ｒ教室（読み書き等の個別支援教室） 

読み・書き・計算に課題のある小学校１，２年生の児童。 

特別支援教育の実践研究をします。 

・（国）自閉症に対応した教育課程の在り方に関する調査研究実践校 

   西日野にじ学園 ・ 四郷小学校 ・ 笹川中学校 

・（県）特別支援教育総合推進事業実践研究指定校 

三重西小学校 

・ 地域特別教育支援コーディネーター・通級指導教室 
・ 校園内特別支援教育体制作りサポートブック 
・ 適応指導教室（ふれあい教室）      について紹介します。

次号には，引き続き

重点事業として行う 

３ 

４ 

５ 

６ 


